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二
〇
二
一
年
四
月
か
ら
二
年
間
、
が
ん
研
究
会
有
明
病
院
（
以
下
、
が
ん
研
）
肝
胆

膵
外
科
に
国
内
留
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
が
ん
研
国
内
留
学
の
お
話
を

い
た
だ
い
た
若
井
俊
文
教
授
、
留
学
の
期
間
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

快
く
送
り
出
し
て
い
た
だ
い
た
坂
田
純
先
生
・
滝
沢
一
泰
先
生
は
じ
め
肝
胆
膵
外
科
グ

ル
ー
プ
の
先
生
方
、
医
局
の
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

が
ん
研
は
、
東
京
湾
近
く
の
江
東
区
有
明
に
あ
る
六
八
六
床
の
が
ん
専
門
病
院
で
、

が
ん
研
究
所
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
九
〇
八
年
に
日
本
最
初
の
が
ん
専
門
機
関
と

し
て
設
立
さ
れ
、
創
始
者
に
は
渋
沢
栄
一
も
名
を
つ
ら
ね
る
、
歴
史
と
由
緒
あ
る
病
院

で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
が
ん
治
療
に
お
い
て
症
例
数
が
国
内
最
大
のhigh volum

e 
center

で
、
私
が
在
籍
し
た
肝
胆
膵
外
科
は
年
間
の
肝
切
除
が
約
二
二
〇
例
、
膵
切
除

が
約
二
二
〇
例
（
Ｐ
Ｄ
約
一
二
〇
例
）、
計
六
〇
〇
例
以
上
の
肝
胆
膵
手
術
を
行
っ
て

い
ま
す
。

肝
胆
膵
外
科
の
常
勤
ス
タ
ッ
フ
は
髙
橋
祐
部
長
は
じ
め
六
名
で
、
レ
ジ
デ
ン
ト
は
一

年
目
と
二
年
目
あ
わ
せ
て
九
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
手
術
患
者
一
人
に
つ
き
、

（
外
来
で
新
患
担
当
し
た
）
ス
タ
ッ
フ
一
名
＋
レ
ジ
デ
ン
ト
一
名
が
責
任
者
と
な
り
、

手
術
お
よ
び
周
術
期
管
理
を
行
い
ま
す
の
で
、「
こ
の
患
者
は
ス
タ
ッ
フ
○
○
先
生
と

レ
ジ
デ
ン
ト
○
○
先
生
の
患
者
」、
と
い
う
よ
う
に
認
識
さ
れ
ま
す
。
た
だ
、
一
年
目

の
レ
ジ
デ
ン
ト
に
は
大
き
な
手
術
の
担
当
は
回
っ
て
き
ま
せ
ん
の
で
、
一
年
目
は
手
術

の
第
二
助
手
と
病
棟
管
理
が
主
な
仕
事
に
な
り
、
二
年
目
に
な
る
と
（
先
輩
風
を
吹
か

が
ん
研
・
肝
胆
膵
外
科　

留
学
記

─
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら
変
化
し
続
け
る
─

新
潟
大
学
消
化
器
・
一
般
外
科　

廣　

瀬　

雄　

己

肝胆膵外科の集合写真。
前列右から 2番目が井上陽介先生、 3番目が髙橋祐先生、 4番目が筆者。
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せ
て
）
大
き
な
手
術
を
ほ
と
ん
ど
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
手
術
は
月
曜
か
ら
金

曜
ま
で
連
日
三
件
並
列
（
Ｐ
Ｄ
＋
ラ
パ
肝
切
除
＋
肝
門
部
胆
管
癌
、
な
ど
）
と
い
っ
た

状
態
で
す
の
で
、
各
手
術
に
担
当
ス
タ
ッ
フ
一
名
＋
担
当
レ
ジ
デ
ン
ト
一
名
（
た
い
て

い
二
年
目
）＋
第
二
助
手
レ
ジ
デ
ン
ト
一
名
、
手
術
三
件
の
場
合
は
レ
ジ
デ
ン
ト
六
名

が
手
術
に
入
り
ま
す
。
残
る
レ
ジ
デ
ン
ト
三
人
の
う
ち
、
二
人
（
た
い
て
い
一
年
目
）

が
日
中
の
病
棟
管
理
を
一
手
に
引
き
受
け
ま
す
。
常
時
五
十
名
ほ
ど
、
肝
切
除
と
膵
切

除
の
術
後
患
者
が
入
院
し
て
い
ま
す
の
で
、
ド
レ
ー
ン
交
換
と
病
棟
対
応
で
レ
ジ
デ
ン

ト
二
人
の
一
日
が
終
わ
り
ま
す
。
最
後
の
一
人
の
レ
ジ
デ
ン
ト
は
、
外
来
対
応
と
病
棟

急
変
時
ヘ
ル
プ
対
応
を
行
い
ま
す
が
、
運
よ
く
時
間
が
あ
れ
ば
研
究
日
と
し
て
学
会
発

表
準
備
と
論
文
作
成
を
行
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
レ
ジ
デ
ン
ト
は
日
中
、
手
術
と
病

棟
管
理
で
忙
殺
さ
れ
ま
す
。

術
前
の
症
例
検
討
会
は
、
朝
行
い
ま
す
。
肝
胆
膵
外
科
の
術
前
症
例
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
が
週
一
回
、
消
化
器
外
科
全
体
の
術
前
症
例
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
週
二
回
あ
り
ま

す
。
肝
胆
膵
外
科
の
各
レ
ジ
デ
ン
ト
は
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ま
で
にiPad

を
用
い
て
担

当
患
者
の
解
剖
“
ス
ケ
ッ
チ
”
を
作
成
し
ま
す
。
ま
た
、V

incent

を
用
い
て
3
Ｄ
画

像
を
作
成
し
、
い
ず
れ
も
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
プ
レ
ゼ
ン
用
に
電
子
カ
ル
テ
内
に
保
存

し
ま
す
。
肝
胆
膵
外
科
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、
各
レ
ジ
デ
ン
ト
が
担
当
患
者
の
解
剖

ス
ケ
ッ
チ
・V

incent 

3
Ｄ
画
像
・
Ｃ
Ｔ
／
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
を
ス
タ
ッ
フ
に
提
示
し
な
が

ら
プ
レ
ゼ
ン
し
ま
す
。
こ
の
解
剖
ス
ケ
ッ
チ
とV

incent

画
像
の
作
成
が
大
変
で
、
一

症
例
に
つ
き
四
時
間
程
度
は
費
や
し
ま
す
。V

incent

画
像
を
も
と
に
解
剖
ス
ケ
ッ
チ

を
作
成
す
れ
ば
、
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、V

incent

画
像
は
（
検
討
会
で
突
っ
込
ま

れ
る
レ
ベ
ル
の
）
細
か
い
血
管
走
行
ま
で
追
い
き
れ
ま
せ
ん
の
で
、
立
体
的
に
切
離
ラ

イ
ン
を
把
握
す
る
た
め
の
あ
く
ま
で
参
考
画
像
で
あ
り
、
解
剖
ス
ケ
ッ
チ
が
最
も
重
要

視
さ
れ
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
レ
ジ
デ
ン
ト
自
身
が
考
え
る
切
離
ラ
イ
ン
と
切
離
・

温
存
す
る
脈
管
を
、
解
剖
ス
ケ
ッ
チ
を
も
と
に
説
明
す
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
最
も
緊

張
す
る
場
面
の
ひ
と
つ
で
す
。
せ
っ
か
く
い
い
症
例
（
肝
胆
膵
高
難
度
手
術
や
腹
腔
鏡

下
肝
・
膵
切
除
症
例
）
の
担
当
と
な
っ
て
も
、
ス
タ
ッ
フ
の
納
得
す
る
レ
ベ
ル
で
ス

ケ
ッ
チ
作
成
と
切
離
・
温
存
脈
管
の
設
定
が
プ
レ
ゼ
ン
で
き
な
け
れ
ば
、
術
者
を
さ
せ

て
も
ら
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
レ
ジ
デ
ン
ト
は
み
な
、
二
年
間
の
短
い
期
間
に
で

き
る
だ
け
多
く
の
肝
胆
膵
高
難
度
手
術
を
術
者
と
し
て
経
験
し
た
い
の
で
、
プ
レ
ゼ
ン

準
備
に
か
な
り
の
エ
フ
ォ
ー
ト
を
注
ぎ
ま
す
。
こ
の
、
一
例
一
例
の
手
術
患
者
に
対
す

る
解
剖
の
真
剣
な
議
論
が
、
が
ん
研
の
手
術
成
績
と
、
レ
ジ
デ
ン
ト
の
成
長
を
支
え
て

い
る
礎
だ
と
思
い
ま
す
。

消
化
器
外
科
全
体
の
術
前
症
例
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
佐
野
武
院
長
は
じ
め
ス
タ
ッ

フ
・
レ
ジ
デ
ン
ト
・
留
学
生
が
六
十
名
ほ
ど
集
ま
り
ま
す
。
レ
ジ
デ
ン
ト
が
術
前
の
担

当
症
例
を
プ
レ
ゼ
ン
し
ま
す
が
、
留
学
生
も
お
り
ま
す
の
で
、
英
語
で
の
症
例
プ
レ
ゼ

ン
に
な
り
ま
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
手
術
適
応
やoncological

な
根
治
性
に
つ
い

て
の
検
討
が
主
体
で
し
た
が
、
大
変
な
肝
胆
膵
外
科
術
前
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
後
に
開

催
さ
れ
ま
す
か
ら
、
英
語
プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
さ
え
完
了
す
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
難
儀
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
最
初
は
慣
れ
る
ま
で
英
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン
準
備
も
苦
労
し
ま
し

た
。が

ん
研
留
学
の
目
的
は
、
手
術
を
学
ぶ
こ
と
で
す
。
と
く
に
、
髙
橋
祐
先
生
の
名
古

屋
大
学
式
の
肝
門
部
胆
管
癌
手
術
、
井
上
陽
介
先
生
（
ひ
い
て
は
齋
浦
明
夫
先
生
）
の

Ｐ
Ｄ
（level II

、level III

）
お
よ
びD

P-CA
R

を
学
び
た
い
、
直
接
ご
指
導
い
た
だ

き
た
い
、
と
い
う
の
が
留
学
し
た
一
番
の
目
的
で
し
た
。
一
年
目
の
う
ち
は
大
手
術
の

担
当
に
は
な
れ
ま
せ
ん
が
、
第
二
助
手
に
は
い
る
機
会
は
あ
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
手

術
を
俯
瞰
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
大
手
術
の
第
二
助
手
も
二
年
目
に
奪
わ
れ

る
、
と
い
う
こ
と
は
間
々
あ
り
ま
す
が
）。
二
年
目
に
な
れ
ば
、
晴
れ
て
大
手
術
を
担

当
で
き
ま
す
。
最
終
的
に
、
五
〇
例
近
く
の
肝
胆
膵
高
難
度
手
術
と
、
一
〇
〇
例
ほ
ど

の
肝
胆
膵
手
術
を
術
者
と
し
て
担
当
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
肝
門
部
胆
管
癌
は
ス

タ
ッ
フ
の
先
生
が
術
者
を
完
投
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
髙
橋
祐
先
生
の
ご
指

導
の
下
、
術
者
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
術
者
に
な
っ
て
一
番
苦
労

し
た
の
は
、
レ
ー
ゲ
ル
の
違
い
、
と
く
に
組
織
剥
離
方
法
で
し
た
。
組
織
剥
離
方
法
は
、

新
潟
は
鉗
子
剥
離
後
の
電
気
メ
ス
切
開
が
基
本
で
す
が
、
が
ん
研
は
電
気
メ
ス
一
本
に

よ
る
剥
離
・
切
開
が
基
本
で
、
血
管
を
す
く
う
場
面
や
、
肝
門
部
の
細
い
血
管
周
囲
の
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み
鉗
子
剥
離
が
許
さ
れ
ま
す
。
私
は
鉗
子
剥
離
に
慣
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
と
あ
る

ご
と
に
祐
先
生
か
ら
「
な
ん
で
そ
こ
で
鉗
子
使
う
ん
や
」
と
何
度
も
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
。
卒
後
十
年
目
を
す
ぎ
て
か
ら
、
基
本
ス
タ
イ
ル
を
か
え
る
の
は
勇
気
が
い
り

ま
し
た
が
、
や
り
続
け
る
こ
と
で
手
技
の
幅
が
広
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
手
術
関
連
の
目
標
は
、「
肝
胆
膵
高
度
技
能
専
門
医
」
を
取
得
す
る
こ

と
で
し
た
。
術
者
と
し
て
肝
胆
膵
高
難
度
手
術
を
七
年
間
に
五
〇
例
以
上
経
験
し
た
う

え
で
、
学
会
に
よ
る
肝
胆
膵
高
難
度
手
術
の
ビ
デ
オ
審
査
が
あ
り
ま
す
。
が
ん
研
で
ビ

デ
オ
審
査
に
提
出
可
能
な
症
例
と
い
う
と
、
基
本
は
Ｐ
Ｄ
（
膵
頭
十
二
指
腸
切
除
）
症

例
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
私
の
在
籍
時
は
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
Ｐ
Ｄ
が
導
入
さ
れ
た
時
期

で
あ
り
、
最
も
ビ
デ
オ
に
適
し
た
症
例
（
や
せ
た
女
性
の
十
二
指
腸
乳
頭
部
癌
／
胆
管

癌
）
は
す
べ
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
Ｐ
Ｄ
に
回
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
ビ
デ

オ
審
査
提
出
症
例
は
、
門
脈
合
併
切
除
を
伴
う
Ｐ
Ｄ
と
い
う
難
易
度
高
め
の
手
術
し
か

回
っ
て
こ
な
い
状
況
で
し
た
が
、
幸
い
、
私
と
小
林
光
助
先
生
は
一
例
目
の
ビ
デ
オ
で

合
格
で
き
ま
し
た
（
私
た
ち
同
期
が
ミ
ス
タ
ー
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
と
呼
ぶ
小
林
先
生
の
手

術
時
間
は
四
時
間
三
十
分
で
、
彼
に
は
お
よ
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
…
）。
こ
れ
ま
で
、

新
潟
で
手
術
を
ご
指
導
い
た
だ
い
た
諸
先
生
方
の
お
か
げ
で
手
術
手
技
が
培
わ
れ
、
が

ん
研
ス
タ
イ
ル
に
も
す
ぐ
にadjust

す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
の
場

を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
研
の
過
去
の
手
術
ビ
デ
オ
を
擦
り
切
れ

る
く
ら
い
見
て
、
時
系
列
に
術
者
・
助
手
の
手
技
・
操
作
を
書
き
出
し
た
こ
と
も
非
常

に
役
立
ち
ま
し
た
。
剥
離
操
作
で
戸
惑
っ
た
り
、
場
の
展
開
が
前
立
ち
の
先
生
任
せ
に

な
る
と
ビ
デ
オ
映
え
し
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
か
ら
肝
胆
膵
高
度
技
能
専
門
医
取
得
を
目

指
す
先
生
は
、
術
者
・
助
手
の
動
き
や
、
器
械
が
展
開
す
る
場
所
を
手
術
場
面
ご
と
に

淀
み
な
く
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
最
低
限
必
要
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
月

並
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
糸
縛
り
が
少
し
で
も
滞
る
と
見
栄
え
が
悪
く
な
り
ま
す
の

で
、
日
々
の
基
礎
ト
レ
が
重
要
と
思
い
ま
す
。

手
術
を
学
ぶ
中
で
驚
い
た
の
は
、
が
ん
研
の
先
生
方
の
新
た
な
手
術
手
技
に
対
す
る

探
究
心
と
、
そ
れ
を
論
文
化
し
て
世
に
広
め
よ
う
と
す
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
で
す
。「
が

ん
研
ス
タ
イ
ル
」
と
い
う
か
の
有
名
な
手
術
書
を
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
が
っ
ち

卒業前に同期 3人でのPDにて術者施行中。
左から北野雄希先生（熊大）、佐藤彰記先生（北大）、筆者。
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り
と
そ
の
ス
タ
イ
ル
を
踏
襲
す
る
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
開
腹
手
術
に
お
け
る
基

本
手
順
や
基
本
操
作
は
踏
襲
し
な
が
ら
、
ど
ん
ど
ん
新
し
い
手
術
手
技
や
道
具
を
取
り

入
れ
、
患
者
の
解
剖
や
腫
瘍
位
置
に
あ
わ
せ
て
手
術
手
順
を
切
り
替
え
て
い
き
ま
す
。

と
く
に
井
上
先
生
の
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
Ｐ
Ｄ
で
そ
の
傾
向
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
、
カ
メ

ラ
の
配
置
／
場
の
展
開
方
法
／
膵
空
腸
吻
合
が
毎
回
改
良
さ
れ
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
Ｐ

Ｄ
の
後
発
施
設
だ
っ
た
は
ず
が
い
つ
の
ま
に
か
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
、
気
づ

い
た
ら
す
べ
て
英
文
論
文
化
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
（Inoue Y

, et al. JA
CS 

2022; Inoue Y
, et al. Surg E

ndosc 2022; Sato S and Inoue Y
, et al. 

Langenbecks A
rch Surg 2023; K

iritani S and O
ba A

, et al. A
SO
 2023; 

O
ba A

, et al. A
SO
 2023; Sato S and Inoue Y

, et al. Langenbecks A
rch 

Surg 2024; O
m
iya K

 and Inoue Y
, et al. A

SO
 2024

）

が
ん
研
の
基
本
理
念
は
「
が
ん
撲
滅
を
も
っ
て
人
類
の
福
祉
に
貢
献
す
る
」
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
理
念
を
達
成
す
る
た
め
、
手
術
だ
け
で
な
く
研
究
・
論
文
発
表
に
も
同
等

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
肝
胆
膵
外
科
で
は
、
毎
週
木
曜
の
夕
方
に
リ
サ
ー
チ
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
が
あ
り
、
レ
ジ
デ
ン
ト
が
持
ち
回
り
で
二
人
ず
つ
論
文
の
現
状
を
プ
レ
ゼ

ン
し
ま
す
。
レ
ジ
デ
ン
ト
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
提
案
し
た
研
究
テ
ー
マ
の

な
か
か
ら
各
レ
ジ
デ
ン
ト
が
選
ぶ
、
と
い
う
の
が
基
本
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。
た
だ
、
私

と
熊
本
大
の
北
野
雄
希
先
生
は
科
研
費
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
分
の
や
り
た

い
テ
ー
マ
を
提
案
し
て
い
い
（
む
し
ろ
考
案
し
な
さ
い
）
と
髙
橋
祐
先
生
よ
り
指
令
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
期
で
は
、
小
林
光
助
先
生
の
四
編
を
筆
頭
に
、
同
期
は
み
な
二

編
以
上
論
文
を
か
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
私
も
負
け
ず
、
現
在
投
稿
・
執
筆
中
の
四
編

を
形
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

レ
ジ
デ
ン
ト
は
、
毎
年
全
国
の
大
学
か
ら
卒
後
十
年
目
程
度
の
肝
胆
膵
外
科
医
が
あ

つ
ま
り
、
お
よ
そ
二
年
間
の
研
修
の
後
に
自
大
学
に
戻
り
ま
す
。
私
の
一
つ
上
の
肝
胆

膵
外
科
レ
ジ
デ
ン
ト
は
三
人
と
少
な
く
、
東
大
、
医
科
歯
科
、
順
天
堂
か
ら
の
メ
ン

バ
ー
で
し
た
。
一
方
、
私
の
同
期
は
六
人
と
多
く
、
北
大
、
東
大
、
名
古
屋
大
、
熊
本

大
、
久
留
米
大
、
新
潟
大
（
私
）
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
同
年
代
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
優
秀
で
、
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
北
大
の
佐
藤
彰
記
先
生
は
す
で
に
技
術

認
定
を
持
ち
、
が
ん
研
ス
タ
ッ
フ
に
頼
ま
れ
て
ラ
パ
肝
・
ラ
パ
膵
切
除
の
が
ん
研
手
術

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
ス
タ
ッ
フ
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
な
が
ら
助
手
を
つ
と
め
、
三
名

の
ス
タ
ッ
フ
が
技
術
認
定
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。（
私
た
ち
同
期
が
ミ
ス
タ
ー
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
と
呼
ぶ
）
東
大
の
小
林
光
助
先
生
は
、
一
年
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
マ
ス
タ
ー
し

て
東
大
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
の
ス
イ
ス
・
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
（Jean-N

icholas V
authey

の
出
身
大
学
）
に
留
学
し
、
そ
の
ま
ま
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
て
外
来
も
手
術
も
担
当
し
て

い
た
け
れ
ど
も
帰
国
し
、
が
ん
研
に
来
た
と
い
う
強
者
。
熊
本
大
学
の
北
野
雄
希
先
生

は
、（
小
林
先
生
と
同
じ
く
）
す
で
に
十
五
編
ほ
ど
筆
頭
論
文
を
書
い
て
お
り
、
肝
臓

外
科
の
第
一
人
者
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
のRene A

dam

の
も
と
に
留
学
し
、
留
学
先
で

す
で
に
小
林
先
生
と
知
り
合
い
だ
っ
た
と
い
う
関
係
。
名
古
屋
大
の
大
宮
先
生
は
、
市

中
病
院
か
らBJS open

に
論
文accept

さ
れ
、
が
ん
研
で
はA

nn Surg

とBr J Surg

を
書
い
た
猛
者
。
正
直
、
ど
こ
で
彼
ら
と
勝
負
で
き
る
か
（
い
や
、
勝
負
に
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
）、
考
え
て
し
ま
う
日
々
で
し
た
。
た
だ
、
私
の
強
み
と
し
て
、

若
井
教
授
・
坂
田
先
生
か
ら
学
ん
だ
胆
道
癌
の
知
識
と
、
大
学
院
で
味
岡
洋
一
教
授
の

も
と
で
学
ん
だ
臨
床
病
理
の
経
験
・
知
識
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
症
例
検
討
や
手
術
方

針
決
定
に
お
い
て
同
期
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
な
ど
、
大
き
なadvantage

と
な
り
ま
し

た
。
新
潟
大
学
で
学
ん
だ
こ
れ
ら
の
知
識
と
、
培
っ
た
デ
ー
タ
解
析
・
論
文
作
成
の
力

を
買
っ
て
い
た
だ
き
、
髙
橋
先
生
か
ら
は
東
大
・
が
ん
研
・
慶
応
の
共
同
研
究
に
参
加

す
る
こ
と
を
許
可
い
た
だ
き
、
井
上
先
生
か
ら
は
国
際
多
施
設
共
同
研
究
の
メ
ン
バ
ー

に
入
れ
て
い
た
だ
き
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、

論
文
はA

nn Surg 

二
編
、Br J Surg 

二
編
、A

SO

、Surgery

を
は
じ
め
十
編
以

上
の
論
文
著
者
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
筆
頭
で
は
が
ん
研
で
現
在
四
編
を
投
稿
・
執
筆

中
で
す
。
ま
た
、
が
ん
研
と
新
潟
県
内
病
院
の
多
施
設
共
同
研
究
を
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
し
た
。
が
ん
研
と
新
潟
大
学
の
つ
な
が
り
を
強
固
な
も
の

に
出
来
る
よ
う
、
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
が
ん
研
同
期
メ
ン
バ
ー
を
初
期
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
平
4
の
会
や
9
・
10
の

会
に
な
ら
い
、
昨
年
か
ら
全
国
の
同
期
会
を
立
ち
上
げ
、
手
術
ビ
デ
オ
を
検
討
し
合
う

な
ど
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。
寝
食
と
苦
楽
を
共
に
し
た
が
ん
研
同
期
メ
ン
バ
ー
は
、
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友
人
で
あ
り
良
き
ラ
イ
バ
ル
で
す
。
今
後
も
、
お
互
い
を
意
識
し
合
い
、
若
手
肝
胆
膵

外
科
医
と
し
て
盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
若
井
俊
文
教
授
・
坂

田
純
先
生
・
滝
沢
一
泰
先
生
は
じ
め
医
局
の
諸
先
生
方
、
が
ん
研
の
髙
橋
祐
先
生
・
井

上
陽
介
先
生
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の
先
生
方
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
子
供
三
人

を
任
せ
て
単
身
東
京
に
行
か
せ
て
く
れ
た
妻
に
は
、
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
が
ん
研

で
手
術
・
研
究
に
没
頭
し
た
こ
と
や
、
出
会
っ
た
外
科
医
の
先
生
方
は
、
何
物
に
も
代

え
が
た
い
経
験
で
あ
り
出
会
い
で
し
た
。
こ
の
経
験
を
も
と
に
、
新
潟
の
伝
統
技
術
を

継
承
し
な
が
ら
、
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
を
含
む
新
し
い
手
術
手
技
へ
挑
戦
し
、
新
た
な
知
見

を
発
信
す
る
外
科
医
を
目
指
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
平
成
二
十
三
年
入
会
）

がん研の外観。写真手前は筆者の長男。




